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1.取扱高
(1) 年間取扱高

平成 3年中 (1月 5日から 12月30日、開市日数 279日）

の総双扱数量は、 832,532tで前年比 98.3%と前年をやや

下回り、往双扱金額は、 826,251百万円で前年比97.9%と

前年をやや下回った．松平均層格は、 992円で前年に比ペ

4円高となった．取扱数量では、鮮魚類は、マアジやハマ

チが減少したが、サンマ、カツオ、マイワシなどが増加と （イ） ；令i東品
なり、全体では、 4.6 ％増となった．冷凍魚類は、冷サケ 冷凍魚類の取扱数量は、 268.264tで前年比93.9%と減

マス類が増加したが、消費低迷の冷エピ類が漱少し、全体 少し、平均値格は、 1,053円で前年比 19円安となった．主

では、 6％汝となった．活魚類は、活ハマチ、活シマアジ 要品目で見ると、冷エピ類は、前年は順調に伸びたインド

などが汝少したが、活アナゴ、活マタイが増加し、全体で ネシア物が2.1割減、クイ物が3.8割減となり、フィリピン

は、 2.5％増となった．加工品類は、塩蔵品、焼物製品な 物が1.6割増、オーストラリア物が3.9割増となった他は減

どが増加したが、塩干品が減少となり、全体では、わずか 少傾向となり、全体では、1.5割汝となった．平均債格は、
減少となった．取扱金額では、鮮魚類は、 2.7％増となっ I. 733円で前年比23円安となった．冷サケ・マス類は、ペ

た．活魚類は、 2.2%汝となった．貝類は、 0.5%汝少、冷 ニサケが大幅増となり、全体では、 0.8割増となった．平

凍魚類は、 7.7%減少となった．淡水魚類は、 5.3%増加、 均価格は、 829円で前年比86円安となった．冷イカ類は、 0.

渾1i1i類は、 8.3%増加となった．加工品は、 0.5%増加となっ 6割減となった．平均価格は、 588円で 3円高となった．冷

た．平均値格では、鮮魚類は、 1.8%安、活魚類は、 4.6% マグロ類は、冷ホンマグロが4.2割増、冷メパチが0.3割増

安、貝類は、 2.7 %高、冷凍魚類は、1.8％安、淡水魚類 となったが、冷キワダ、冷ピンナガ、冷インドがともに減

は、1.5％安、渾1i1i類は、 9.9 %高、加工品類は、1.8 % 少し、全体では、微増にとどまった．平均値格は、 I.517 

高となった． 円で前年比 182円安となった．その他の冷凍魚類では、冷

サパが輸入のノルウェー物が増加し、1.8割増となった．

切生鮮品 冷スリミは、スケソウダラが不漁で汝少したため半沿となっ

鮮魚類の取扱数量は、 181.416 tで前年比 104.6%とやや た．平均僅格は、 243円高となった．冷凍貝類の取扱数量

増加し、平均値格は、 1.089円で前年比20円安となった． は、 5.634tで前年比94.3%となった．平均価格は、 1.555 

主要品目で見ると、サンマは、昨年も好漁が続き、入荷は 円で、前年比45円高となった．主要品目で見ると、冷ホタ

2.2割増となった．平均僅格は、 77円安となった．カツォ テ貝は、前年並で 101円高となった．冷アワビは、 0.9割減

は、これまで不漁が続いていたが昨年は豊漁となり、入荷 となり、 609円安となった．冷凍淡水魚の取扱数量は、 857

も3割増となった．平均値格は、 171円安となった．マイ tで前年比 166.4%となった．平均債格は、 835円で、 119

ワシは、1.2割増となった．平均価格は、 49円高となった． 円安となった．主要品目で見ると、冷アユが7.2割増で、 1

マグロ類は、メパチ（国内）が 1.7割減となったが、キワ 5円安となった．冷ワカサギは、 2.4倍増となり、 46円安と

ダ（輸入）が3.9割増、メジが大幅増となり、全体では、 1. なった．

円安、ムキカキは、微増で 171円高、ムキホタテ貝は、 0.8

割汝で 112円高．淡水魚類の取扱数量は、 3,678tで前年比

98. 7%とわずか減少し、平均債格は、 1,405円で38円高と

なった．主要品目で見ると、アユがほぼ前年並で31円高と

なった．ウナギが0.5割減で 174円高となった．

4割増となった．乎均僅格は、 271円安となった．スルメイ

力は、ほぼ前年並となった．平均層格は、 17円安となった．

マアジは、 0.8割減となった．平均価格は、 43円高となっ

た．養殖ハマチは、I.3割減となり乎均11格は、 138円高と
なった．活魚類の取扱数量は、 12,900tで、活カンバチ、

活マタイなどが増加し、前年比 102.5%となった．平均価

格は、 2,020円で97円安となった．貝類の取扱数量は、 53,

64 7 tで前年比97.2%となった．平均価格は、 I,000円で 27

円高となった．主要品目で見ると、アカ貝が0.4割減で 16

円安、アサリは微増で 13円高、アワピは0.8割増で 131円安、

トリ貝は 4.2割増で、 875円安、アオヤギは、1.1割減で49
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（ウ） 加工品

加工品の取扱数量は、 298,465tで、前年比98.6%とわ

ずか減少した．平均僅格は、 832円で前年比 15円高となっ

た．主要品目で見ると、焼物製品は、蒲焼きウナギが0.6

割増となり、全体では、 0.5割増となった．平均僅格は、 I,

826円で83円高となった．塩干品は、開干アジが0.5割減と

なり、全体でも、 0.5割液となった．平均僅格は、 563円と

なり 28円高となった．塩蔵品は、塩アキサケがI.9割減、

塩ギンサケが0.8割減となったが、塩シロサケが2.6割増、
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固1-2 総平均価格の動き
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図2-1 鮮魚取扱数足の動き
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(2) 月別取扱高

塩ペニサケが3.7割増となり、全体では、 0.4割増となった． 取扱数量では、冷マグロ類は、在庫豊富なキワダが 2倍

乎均価格は、 1,516円で、 128円安となった．煮干製品は、 増、ピンナガ、インドなども増加となったが、主力のメパ

煮干イワシが0.4割減となったが、コウナゴが4.6割増、シ チが 0.8割減となり、全体では、 0.6割増となった．冷工

ラス干が0.7割増となり、全体では、1.2割増となった．平 ピ類は、インドネシア物、タイ物が大幅に減少し、全体で

均値格は、 738円で102円高となった． は、 I.7割汝となった．冷サケ・マス類は、ペニサケが増

となったが、シロサケが大幅汝少し、全体では、1.1割汝

となった．平均僅格では、国内物・輸入物共に入荷液少と

なった冷イカ類は、 I.4割高となった．入荷減少の冷タコ

は1.3割高となった．冷マグロ類は、大幅増のキワダが

4.4割安、メパチは 0.4割安となり、全体では、 1割安と

なった．

女加工品類 取扱数量 21,072t (対前年比 99. 5%) 

乎均価格 714円( II 20円高）

取扱数量では、焼物製品が1.4割増となった．切身加工

品は、 1.9割増となった．煮干製品は、煮干イワシとシラ

ス干が減少し、全体では、1.1割波となった．平均価格で

は、煮干製品が 2.6割高となり、素干品が1.I割高となっ

た．塩蔵品は、I.5割安となった．

1月
女鮮魚類 取扱数量 13,103t (対前年比 105. 0%) 

平均債格 I, 197円（ 11 19円高）

取扱数量では、マグロ（国内）は、小型主力に 5割増と

なり、マグロ（輸入）は前年並となった．キワダ（国内）

は、I.7割増、キワダ（輸入）は、 2.6割増となった．ハ

マチは、 3.7割増となった．サパは、全国的な不漁で 3.5

割減となった．平均価格では、大型物の少なかったマグロ

（国内）は 2倍高となった．入荷減少のサパも 2倍高となっ

た．入荷増のハマチは、 I.7割安となった．

＊活魚類 取扱数量 977 t (対前年比 102.2%) 

乎均値格 I, 8 2 7円（ II 122円安）

取扱数量では、活シマアジが 2.3割増、活マタイが 5割

増となった．活カンパチが I.7割減、活タコが 0.6割汝と

なった．平均債格では、活タコが 4.3割高となった．活シ

マアジは、I.4割安、活マタイは、 I.6割安となった．

女貝類 取倣数量 4,863t (対前年比 97. 0%) 

平均債格 I, 098円（ II 138円高）

アサリ等が増加したが、ホタテ貝等が汝少し、全体では

汝少となった．

女冷凍魚類 取扱数量 19,053t (対前年比 90. 4%) 

平均債格 I, 038円（ II 75円高）

図3-1 貝類取扱数足の動き
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円 図2- 2 鮮魚平均価格の動き
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2月
女鮮魚類 取扱数量 12,743t (対前年比 99. 7%) 

平均僅格 1,186円( II 100円高）

取扱数量では、マグロ（国内）は、 3.6倍増となった．

ハマチは、鹿児島、四国とも入荷順調で 2.2割増となった．

マイワシは、1.5割増となった。マグロ（輸入）は、湾岸

載争の煽りを受け、チュニジアからの搬入が減少し、 5.4

割減となった．サパは、極端な水揚汝で入荷まとまらず、

4.2割汝となった。乎均価格では、サパが 2倍高となった．

図3-2 貝類平均価格の動き
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図4-1 冷凍魚取扱数足の動き
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マイワシは、 2割高となった．

白活魚類 取扱数量 932 t (対前年比 104.1%) 

乎均値格 1,886円（ II 109円安）

取扱数量では、活カンパチが1.8割増、活マタイが 5.3

割増となった．活イカ類は、 5割汝となった．平均債格で
は、活イカ類が 3.1割高となった．活カンパチは、 3.1割

安となった．活マタイは、 2割安となった．

凸貝類 取扱数量 4,963t (対前年比 99. 3%) 

平均1i格 I. 0 I 2円（ II 116円高）

シジミ、ハマグリなどが増加したが、ホタテ貝、アオヤ

ギなどが減少した．

凸冷凍魚類 双扱数量 19,965t(対前年比 91. 9%) 

平均債格 992円（ II 12円安）

双扱数量では、冷タイ類は、マダイ、サクラタイが増加

し、全体では、 6.1割増となった．冷カニ類は、 7.4割増と

なった．冷イカ類は、モンゴウイカが大幅減少し、全体で

は、I.6割汝となった．冷エピ類は、フィリピン物だけは
増加したが 、主力のインドネシア、タイ物などが大幅汝少

し、全体では、 2.7 割汝となった．冷サパは、ノルウェー

物が大幅増となり、 2.2倍増となった．冷タコは、 2割増

となった．平均僅格では、冷イカ類は、モンゴウがI.I割
高、スルメイカ(llil内）が 5.1割高などとなり、全体では、

I. 5割高となった．入荷増の冷タイ類は、 2.9割安となっ

た．

凸加工品類 取扱数量 22,102t (対前年比 97. 4%) 

平均値格 723円（ II 4 5円高）

双扱数量では、湯煮品は、主力の煮タコが 0.4割増とな

り、全体でも、 0.4 割増となった．塩干品は、開干サンマ

がI.3割減、丸干イワシがI.I割泊となり、全体では、I.

1割汝となった．平均値格では、塩干品がI.7割高、煮干

図5-1 加工品取扱数量の動き
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製品が 2.6割高となった．

3月
白鮮魚類 取扱数量 14,149 t (対前年比 97. 8%) 

平均僅格 1,210円( II 44円高）

取扱数量では、 •キワダ（国内）は 3 割増、キワダ（輸入）
は 2割増となった．マタイは、養潅物が6.5割増となった．

シロサケは 9割増となった．マグロ（国内）は 5.2割減と
なった．カツオは、 0.9割減となった．マアジは、 0.8割

減となった．平均価格では、マグロ（輸入）がl.7割高と

なった．ハマチは、 1割高となった．シロサケは、1.1割

安となった．マキエピは、 !.2割安となった．

凸活魚類 取扱数量 1, 0 6 4 t (対前年比 97. 4%) 

乎均値格 2, 162円( II 43円高）

取扱数量では、活マタイが 4割増となった．活タコが 2.

7割減となった．平均値格では、活マタイが 1.7割安となっ

た．活タコが4.5割高となった．

女貝類 取扱数量 5,030t(対前年比 92. 6%) 

平均僅格 1,067円（ 11 129円高）

トリ貝が増加したが、ハマグリ、アカ貝などが減少し、

全体では汝少となった．

白冷凍魚類 取扱数量 23,156t (対前年比 87.8%) 

平均1i格 1,041円（ II 40円高）

取扱数量では、冷マグロ類は、在庫豊富なキワダが 2倍

増となったが、主力のメパチが小幅汝となり、全体では、

ほぼ前年並となった．冷イカ類は、スルメイカ（国内）が

1. 5割減、 SA物が 4割汝となり、全体では 2.3割汝となっ

た．冷サケ・マス類は、シロサケが 5割減、ペニサケは 2
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図4-2 冷凍魚平均価格の動き
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図5-2 加工品平均価格の動き
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割増となったが、全体では、I.6割汝となった。平均価格

では、冷マグロ類は、キワダが3.3割安、メパチが 1.3割安

となり、全体ではI.2割安となった。冷サケ・マス類は、

シロサケが I.3割安、ペニサケが I.5割安となったが、全体

では小幅安となった．

白加工品類 取扱数量 25,389t (対前年比 95. 8%) 

平均価格 782円（ II 41円高）

取扱数量では、煮干製品は、煮干イワシが1.4割増とな

り、全体では、 2.5割増となった。素干品は、干スルメが

4.5割減となり、全体では、 2.8割減となった．平均値格で

は、素干品は、干スルメが 2割高となり、全体では、1.1

割高となった．煮干製品は、小幅高となった．

4月
白鮮魚類 取扱数量 14,861t (対前年比 110.5%) 

乎均価格 1, 12 3円（ II 4円高）

取扱数量では、マグロ（国内）は、1.3割増となった．

キワダ（国内）は、 4.3割増となった。キワダ（輪入）は、

1割増となった．カツオは、 2.8割増となった、マイワシ

は、 2割増となった．スルメイカは、 1.3割汝となった．

ャリイカは、 1.5割減となった．平均価格では、スルメイ

力は、1.9割高となった．ャリイカは、1.9割高となった．

マグロ（国内）は、 1割安となった。キワダ（国内）も 1

割安となった．カツオは、 1.5割安となった．

女活魚類 取扱数量 1, 119 t (対前年比 110.1%) 

平均値格 2, 0 4 7円( II 75円安）

取扱数量では、活アナゴが1.7割増、活マタイが 5.1割

増となった．活カレイは、 2.4 割減となった。平均価格で

は、活タコが 3割高となった。活アナゴは、 0.6 割安となっ

た。活マタイは、1.3割安となった。

白貝類 取扱数量 5,0BBt(対前年比 110.0%) 

平均価格 1, 0 4 0円( II 6円高）

ハマグリ、ホタテ貝などが汝少したが、アサリ、シジミ、

アカ貝などが増加し、全体では、増加となった。

白冷凍魚類 取扱数量 24,95Bt (対前年比 97.1 %) 

平均価格 1,036円（ II 8円高）

取扱数量では、冷マグロ類は、キワダが 4.7割増、メパ

チが 0.8割増となり、全体では、1.8割増となった。冷夕

イ類は、1.7割増となった．冷サケ・マス類は、シロサケ

が半汝したが、ペニサケが 2.2 割増となり、全体では、 1.

8割増となった．冷イカ類は、スルメイカ（国内）が 6割

汝、スルメイカ（ SA) が 1.4割減となり、全体では、 2.

8割汝となった．乎均価格では、冷イカ類は、 1割高となっ

た．冷マグロ類は、1.3割安となった。

白加工品類 取扱数量 26,629t (対前年比 105.0%) 

平均僅格 779円（ II 2 8円高）

取扱数量では、塩蔵品類は、アキサケ、シロサケ、ベニ

サケ、ともに増加し、全体では、 1.6割増となった。煮干

製品は、煮干イワシが 4.6割増となり、全体では、 4.2割

増となった．平均価格では、塩干品が 1割高となった。塩

蔵品は、 0.7 割安となった．入荷増となった煮干製品は、

1.1割安となった．

5月
女鮮魚類 取扱数量 15,064t (対前年比 102.5%) 

平均僅格 1. 0 4 0円( JI 5円安）

取扱数量では、マグロ（輸入）は 4.9割増となったが、

マグロ（国内）は、 0.3割増となった．カツオは、水揚げ

順調で、 2.8 割増となった．マイワシは、 2.6 割増となっ

た．ハマチは、産地の放養尾数が漱減し、 1.1割活となっ

た．スルメイカは、 3.6割汝となった．平均価格では、入

荷減少のハマチが 2.1割高となった．マアジは、1.5割高

となった．マグロ（輸入）は、1.8割安となった．カツォ

は、1.1割安となった．

女活魚類 取扱数量 1, 129 t (対前年比・ 101.3%) 

平均価格 1. 961円( u 50円安）

取扱数量では、活クロタイが 2.9割増、活スズキが 1.7 
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割増となった．活カレイは、 3.2 割減となった。活ハマチ

は、1.3割減となった。平均価格では、活カレイが 2.I割

高、活ハマチが 0.3割高となった。活クロタイは、 2.1 割

安、活スズキが 1.5割安となった。

凸貝類 、 取扱数量 4,850t (対前年比 100. 2%) 

平均価格 1, 0 0 4円（ II 3 4円安）

アサリ、アオヤギが増加したが、ハマグリ、アカ貝が減

少し、全体では、ほぼ前年並となった．

白冷凍魚類 取扱数量 21,937t(対前年比 87. 7%) 

平均僅格 I, 035円（ II 18円安）

取扱数量では、冷マグロ類は、出回り豊富なキワダが 1.4

割増、主力のメパチも 0.8割増となり、全体では、 0.9 割

増となった。冷カニ類は、1.4割増となった。冷イカ類は、

日本海産船凍イカが仮需要の後退から大幅に波少し、全体

では、 I.6割汝となった。平均価格では、冷マグロ類は、

1. 7割安となった。冷イカ類も、 1.7割安となった．冷力

ニ類は、 1.6 割安となった．

女加工品類 取扱数量 25,425t (対前年比 97. 7 %) 

平均価格 794円（ II 3 4円高）

取扱数量では、煮干製品は、シラス干が 3.6割増となり、

全体では、1.7割増となった。素干品は、干スルメが 2倍

増となり、全体では、 3.5割増となった。塩干品は、開干

アジが I.I割減となり、全体では、 1割液となった．平均

価格では、塩干品が 1.4割高となった。素干品は、 1.2割

安となった。

6月
女鮮魚類 取扱数量 14, 156 t (対前年比 97. 7 %) 

平均価格 1.015円( II 6円安）

取扱数量では、マグロ（国内〉は、三陸沖巻網漁が低調

で 3.4割液となった。マグロ（鮪入）は、入荷順調で 2倍

増となった。カツオは、 6月に入って漁が上向き、入荷は

I. 8割増となった。マアジは、九州西方が盛漁期だがまと

まった漁なく、山陰沿岸も同様で、入荷は、I.7割減となっ

た．平均価格では、入荷減少のハマチが 3.5割高となった．

マアジは、 1割高となった。マグロ（輸入）は、 1.7割安

となった。

白活魚類 取扱数量 I, 0 8 2 t (対前年比 94. 2%) 

平均価格 2, 0 9 6円( II 3円高）

取扱数量では、活カンバチが 7.3割増となった．活ハマ

チが 2.7割液となった。平均価格では、活ハマチが 0.9割

高、活カンパチが 3.3割安となった。

女貝類 取扱数量 4.428t(対前年比 99. 8 %) 

平均価格 1. 053円( II 3 9円安）

アサリ、ホタテ貝が増えたが、ハマグリ、アカ貝が液少

した．

白冷凍魚類 取扱数量 19.278t (対前年比 81. 0%) 

平均価格 1, 0 3 4円( 11 7 0円安）

取扱数量では、冷イカ類が好調で、スルメ（国内）が

3.4割増、モンゴウが 7割増となり、全体では、 4.2割増

となった．冷サケ・マス類は、シロサケ、ベニサケともに

大幅汝となり、全体では、 4.5 割減となった。冷エピ類は、

タイ物が大幅沿少となり、全体では、 3.9 割没となった．

平均値格では、冷カジキ類が 3.8割高となった。冷イカ類

は、スルメ（国内）が 1.4割安、大幅増のスルメ (NZ)

が 5.6割安、モンゴウが 2.5割安となり、全体では、 2.2

割安となった．

女加工品類 取扱数量 23,164t (対前年比 93. 4 %) 

平均値格 782円( II 5円高）

取扱数量では、素千品は、干スルメが 5.8割増となり、

全体では、 2. 5割増となった。塩蔵品は、塩シロサケが

2.7割減となり、全体では、I.I割汝となった．煮干製品は

煮干イワシが大幅汝となり、全体では、 1割減となった。

平均値格では、練製品が 2.1割高となった。 塩蔵品は、

I.I割安となった。素干品は、I.7割安となった．
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7月
白鮮魚頷 取扱数量 14,765t (対前年比 104. 8 %) 

平均価格 l, 0 4 5円( II 4円安）

体では、 0.7割増となった。冷イカ類は、スルメ（国内）

が 1割増、スルメ (SA) が 1.8割増となったが、冷モン

ゴウが 3.1割減となり、全体では、 0.4割汝となった。乎

取扱数量では、マグロ（国内）は、三陸沖が好漁で約 2 均価格では、冷カレイ類が 1割高となった。冷マグロ類は、

倍増となった。カツオも日本近海が好漁で、 4.7割増となっ 1. 7割安となった。冷イカ頌は、 0.6割安となった。

た．マイワシは、1.5割増となった。マグロ（輪入）は、 白加工品類 取扱数量 21,625t (対前年比 101 2%) 

3. 9割汝となった。マアジは、水揚げすくなく 1.7割減と 平均価格 806円( II 2 Q円安）

なった。ハマチは、産地出荷菫が少なく、 3.3割液となっ 取扱数量では、塩蔵品は、塩アキサケが 3.5割増、塩シ

た．平均価格では、ハマチが 4.1割高となった。マアジが ロサケが 5.7割増となり、全体では、 2.5割増となった。

2.5割高となった。マグロ（国内）は、 3.3割安となった。 焼物製品は、1.4割液となった。平均価格では、塩蔵品は、

カツオも 3.3割安となった。

凸活魚類 取扱数量 1, 194 t (対前年比 103. 3%) 

乎均価格 2, 100円( " 15 0円安）

取扱数量では、活カンパチが 7.4割増、活スズキが 3.6 

割増となった。活シマアジが 2割減、活ハマチも 2割滋と

なった。平均価格では、活シマアジが 0.8割高、活ハマチ

が 1割高となった。活カンパチが 3.5割安、活スズキが 1.

6割安となった。

女貝類 取扱数量 4,615t (対前年比 102. I%) 

平均価格 1, 0 88円( " 7 4円安）

ウミタケなどが沿少したが、アサリ、ホタテ貝などが増

加した．

凸冷 凍魚類 取扱数量 21,380t (対前年比 83. 6 %) 

平均価格 I, 079円( " 20円高）

取扱数量では、冷マグロ類は、キワダが 2.1割汲となっ

たが、主力のメパチが 2割増となり、全体では、 1.7割増

となった．冷カニ類は、 1割増となった。冷エピ類は、タ

イ物が半汝するなどし、全体では、 2.4 割減となった。冷

カレイ類は、 4 割汝となった。平均価格では、冷タイ類

が入荷液少しI.3割高となった。冷マグロはメパチが2.7 

割安となり、全体では 、1.9割安となった。冷カニ類は、

1. 7割安となった。

女加工品類 取扱数量 24,616t (対前年比 101.4%) 

平均価格 832円( " 2 2円安）

取扱数量では、素干品は、干スルメが 6.3割増となり、

全体では、 4.4割増となった。練製品は、チクワ、カマポ

コともに汝少し、全体では、 0.7割液となった。平均価格

では、素干品が、千スルメが 3割安となり、全体では、 2.

1割安となった。練製品は、チクワが 3.1割高、カマポコ

が 1.9割高となり、全体では、 2割高となった。

8月

白鮮魚類 取扱数量 13,605t (対前年比 115. 3%) 

平均価格 1, 0 5 0円( II 85円安）

取扱数量では 、カツオは、好泊で 5.8割 増とな った。マ

イワシは、山陰近海等が好漁で 4.5割増となった。スルメ

イカも日本海側、太平洋側ともに好漁で 2割増となった。

サンマは、昨年に続く登漁で 7.6割増となった。ハマチは、

出荷汝少し、 3割汲となった。平均価格では、ハマチが 4

2割高となった。サパは、 3割高となった。カツオは、 3.2

割安となった。スルメイカは、1.2割安となった。シロサ

ケは、 3割安となった。

白活魚類 取扱数量 1, 0 14 t (対前年比 103. 0 %) 

平均価格 2, 0 5 4円( II 2 4 3円安）

取扱数量では、活カンバチは 3.5割増、活ヒラメは 2.5

割増となった。活シマアジは 1.9割汝、活ハマチは1.2割

沿とな った。平均 価格では 、活シマアジが 0.9割高 、活ハ

マチが 1.7割高となった。活カンバチが 2.2割安、活ヒラ

メが 2割安となった。

白貝 頬 取扱数量 3,999t (対前年比 96. 5 %) 

乎均価格 1,070円( II 81円安）

アサリ、シジミ、ホタテ貝などは増加したが、ハマグリ、

アオヤギなどは汝少した．

女冷凍魚類 取扱数量 21,472t (対前年比 94. 4%) 

平均価格 1, 0 5 3円( II 4 6円安）

取扱数量では、冷カニ類は、冷煮ズワイガニが 3.3割増

となり、全体では、 1.4割増となった。冷マグロ類は、キ

ワダが1.9割減となったが、メパチが 0.7割増となり、全

塩アキサケが 4割安 、塩シロサケが 4割安となり、全体で

は、 2.3割安となった。

9月

女鮮魚類 取扱数量 15,702t (対前年比 104. 7 %) 

平均価格 932円（ II 8 9円安）

取扱数量では、下がりカツオが入荷順調で 2.8割増となっ

た。サンマは、 2割増となった。不漁のマグロ（国内）は

大幅な汝少となった。マグロ（騎入）は 0.7割増となった。

ハマチは品薄で、 3.4割減となった。平均価格では、マグ

ロ（国内）が 5割高となった。ハマチは、 4.5割高となっ

た．カツオは、 2.7割安＇となった。入荷増のカレイ類は、

1. 4割安となった。サンマは 、3.7割安となった ．マアジ

は、 1割安となった．

女活魚類 取扱数量 903 l (対前年比 101.9%) 

平均価格 2,313円( II 9 2円安）

取扱数量では、活カンパチが 3.6割増、活アナゴが I.2 

割増となった。活シマア ジは 3割液、活ハマチは 1.4割液

となった。平均価格では、活シマアジは 1.6割高、活ハマ

チは 2.9割高となった。活カンパチは 3割安、活アナゴは、

0.8割安となった。

食貝類 取扱数量 3,710t (対前年比 84.0%) 

平均価格 1,096円（ II 3 2円高） ．

コレラ事件で疑いを持たれたアオヤギが 6.3割液、全体

でも 1.6割滅少となった。

女冷凍魚頷 取扱数量 23,706t (対前年比 104. 6 %) 

平均価格 1, 0 3 7円（ II 81円安）

取扱数量では、冷サケ・マス類は、主力のベニサケが大

幅増となり、全体では、 3.5割増となった。冷カニ類は、

煮ズワイガニが 6.8割増となり、全体では、 2.6割増となっ

た。冷マグロ類は、キワダが 5.5割汝、インドは 2.5割減

となり、全体では、1.3割液となった。乎均価格では、冷

イカ類は、スルメ（国内）が 3.8割高、スルメ (NZ)が

3.5割高となり、全体では、 0.9割高となった。冷サケ・

マス頚は、 I.6割安、冷カニ類は、 2.1 割安となった．

白加工品類 取扱数量 23,461t (対前年比 97. 5%) 

平均価格 816円( II 1円安）

取扱数且では、煮干製品は 、煮干イワシが 5.6割増 、シ

ラス干が1.1割増となり、全体では、 2.2割増となった。

塩干品は、丸干イワシ 、開干サパなどが 汝少し 、全体では、

1割汝となった。焼物製品は、 0.9割沿となった。平均価

格では、塩干品は、丸千イワシが 4.4割高となり、全体で

は、 1.2割高となった。煮干製品は、シラス干が 2.1割安

となり、全体では、1.9割安となった。

10月
白鮮魚類 取扱数量 17,858t (対前年比 103. 9 %) 

平均価格 980円( II 53円安）

取扱数量では、マグロ （国内）は、 4.3割増となった。

カツオは、 3.6割増となった。スルメイカは、北海道、三

陸沖で豊漁、入荷は 2割増となった。サパは、各地とも水

揚げ少なく 、入荷は、 3.5割減となった。マグロ（輸入）

は1.1割汝となった。ハマチは、 2.5割液となった。平均

価格では、ハマチは 、2.4割高となった。サパは、 4.7割

高となった．マグロ（国内）は 、1.9割安となった。カッ

オは、 3.4割安となった。スルメイカは、1.7割安となっ

た．
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凸活魚類 取扱数量 I, 0 I 2 t (対前年比 100.1%) 

乎均僅格 2,135円( II 129円安）

取扱数量では、活カンパチが 4.6割増となった．活ヒラ

メが 4.7割増となった．活シマアジは、 4.1割汝、活ハマ

チが I.4割沿となった．乎均価格では、活シマアジは 2.

6割高、活ハマチはI.5割高となった．活カンバチは、 2.5

割安、活ヒラメは 2.7割安となった．

白貝類 取扱数菫 5,588t (対前年比 91.5%) 

平均価格 1.019円( II 6 9円高）

ホタテ貝、アワピなどが増えたが、ハマグリ、アオヤギ

などが大糾汝少し、全体では沿少となった．

白冷凍魚類 取級数量 25,816t (対前年比 111.8%) 

乎均価格 I, 0 2 4円( II 85円安）

取扱数量では、冷イカ類は、全般に入荷増となり、全体

では、 4割増となった．冷カレイ類は、 I.I割増となった．

冷サケ・マス類は、ペニサケが 2.7倍増となり、全体では、

7.7割増となった．冷マグロ類は、主力のメパチは 0.7割

増となったが、キワダ、ピンナガなどが半減し、全体では、

I. 2割汝となった．平均債格では、冷マグロ類は、メパチ

が 2.I割安となり、全体では｀ 0.5割安となった．冷サケ・

マス類は、ペニサケが 1.5割安となり、全体では、 0.6割

安となった．

凸加工品類 取扱数量 27,308t (対前年比 96. 5%) 

平均価格 866円( II 20円高）

取扱数量では、切身加工品は、サパの切身が 4.5割増と

なり、全体では、 2.5割増となった．塩蔵品は、アキサケ

が 2.7割減となり、全体では、小幅汝となった．乎均価格

では、塩蔵品も切身加工品も前年並となった．

11月
凸鮮魚類 取扱数量 17,394t (対前年比 106. 7%) 

乎均価格 I, 051円（ II 31円安）

取扱数量では、対馬のメジ漁が過去に例のない豊漁で、

入荷も 4.8倍増となった．アジは、九州、山陰の漁が好調

で、入荷は、 0.5割増となった．メパチは、国内物、輸入

物ともに大幅汝となった．平均価格では、サパは、I.6割

高となった．ハマチは、 3割高となった．メジは、 4.7割

安となった．入荷増のカツオは、 4.I割安となった．サン

マは、 3.5割安となった．

白活魚類 取扱数量 I, 093 l (対前年比 109. 6%) 

平均値格 I. 8 31円（ 11 165円安）

取扱数量では、活カンパチが 4.4割増、活ヒラメが 4割

増となった．活シマアジが 2.3割活、活ハマチが 0.7割汝

となった．平均値格では、活シマアジが 2.5割高、活ハマ

チが I.3割高となった．活カンバチが 2.2割安、活ヒラメ

が 2.3割安となった．

凸貝類 取扱数量 5,888t(対前年比 97. 2%) 

乎均価格 999円( II 4 8円高）

シジミ、ホタテ貝などが増加したが、ハマグリ、アオヤ

ギなどが沙少し、全体では汝少した．

白冷凍魚類 取扱数量 22,480t (対前年比 102. 6%) 

平均価格 I, 0 41円( II 37円安）

取扱数量では、冷カレイ類は、主力のアサパカレイが

5.9割増となり、全体では、 5.5割増となった．冷サケ・マ

ス類は、ペニサケが 5割増、シロサケが 0.8割増となり、

全体では、 7割増となった．冷エピ類は、 0.5割減となっ

た．平均値格では、冷イカ悶は、 1割高となった．冷タイ

類は、 I.6割高となった．冷カレイ類は、 2.3割安となった．

冷サケ・マス狐は、シロサケが I.9割安、ベニサケが 0.8

割安となり、全体では、 2割安となった．

白加工品類 取扱数量 28. 113t (対前年比 103. 0 %) 

平均価格 923円( II 2円高）

取扱数量では、塩蔵品は、塩アキサケが 3割増となり、

全体では、 I.5割増となった．煮干製品は、煮干イワシが

2.1割増となり、全体では、 I.6割増となった．平均値格で

は、累干品は、 0.7割高となった．塩蔵品は、塩シロサケ

が1.3割安となり、全体では、 0.7割安となった．

12月

凸鮮魚類 取扱数菫 I 8,015 t (対前年比 110.0%) 
平均価格 I, 260円( II 1[1円安）

取扱数量では、マグロ（国内）は 1割増となった．サパ

は、九州、山陰で好漁となり、入荷増となった．メジは大

幅な入荷増となった．マグロ（輸入）は、 2割汝となった．

カツオは、 5.3割減となった．シロサケは、 I.9割高となっ

た．マグロ（国内）は、 2.5割安となった．大幅増のメジ

は、 4.3割安となった．サパは、 2.2割安となった．

白活魚類 取扱数量 1, 381 t (対前年比 104. 2%) 

平均価格 I, 880円( II 81円安）

双級数量では、活カンパチが 4.7割増、活ヒラメが 2.1 

割増となった．活シマアジが 2.7割汝、活ハマチがI.2割

汝となった．平均価格では、活シマアジがI.9割高、活ハ

マチが 2割高となった．活カンパチがI.3割安、活ヒラ

メが 1.2割安となった．

白貝類 取扱数量 6,257t(対前年比 94. 7 %) 

平均価格 I, 102円( II 2 0円安）

アカ貝、ホタテ貝などが増えたが、アサリ、シジミ、ハ

マグリなどが汝少し、全体では、減少となった．

白冷凍魚類 取扱数量 25,062t(対前年比 96. 9%) 

平均僅格 I, 210円( II 2 4円安）

取扱数量では、冷イカ類は、スルメ（国内）がI.4割増

スルメ (SA) が1.1割増となり、全体では、 0.4割増と

なった．冷サケ・マス類は、シロサケがI.7割増、ペニサ

ケが 0.8割増となり、全体では、 1.2割増となった．冷マ

グロ顛は、キワダ、ピンナガが大幅汝少となったが、主

カのメパチは微増となり、全体では、 0.4割減となった．

平均値格では、冷イカ類は、スルメ (SA) が I.4割安と

なったが、スルメ（国内）が 0.3割高となり、全体では、

0.5割高となった．

白加工品類 取扱数量 29,560t (対前年比 96. 2%) 

乎均値格 I, 077円( II 28円高）

双扱数量では、煮干製品は、煮干イワシが 5割増となり、

全体では、 3割増となった．焼物製品は、 1.5割増となっ

た．練製品は、 0.4割汝となった．平均値格では、練製品

が I.I割高となった．煮干製品は、 3.2割安となった．

2.主要品目の取扱高

(1) マグロ類
3年の生鮮マグロ類の入荷量は、主力のメパチ（田内）

が1.7割減、メパチ（輸入）はわずかに汝少、キワダ（国

内）は、 0.7割減となったが、キワダ（輸入）は、 3.9割増、

マグロ（輸入）は前年並となり、マグロ（国内）はI.6割

増となった．また 、メジが大豊漁となり入荷も大幅増加と

なった．全体では、1.4割増となった．平均値格では、メ

パチ（国内）が 110円高、キワダは、田内・藉入物ともに

ほぼ前年並となり、大幅増のメジは 、451円安となった．

全体では、 271円安となった．冷凍マグロ類は、冷ホンマ

グロは、 4.2割増となったが、冷キワダが 2割汝となった．

冷メパチは、やや増加となり、全体では、ほぼ前年並となっ

た．平均値格では、冷ホンマグロが195円安、冷キワダが4

円安、冷メパチが236円安となり、全体では、 182円安となっ

た．

(2) マアジ

1年おきに好・不調を繰り返しているマアジだが 、 3年

は水揚げ少なく、入荷も 0.8割汝となった．平均値格は、 6

38円で43円高となった．

(3) サパ

前年大きく落ち込んだサパだが、 3年も相変わらずの不

漁で入荷はさらに減少し、1.5割汝となった。平均債格は、

598円で168円高となった．

(4) イワシ

マイワシの 3年の 51漁港水揚量は、前年比82%と不訓だっ

たが、入荷は多産地からの集荷により絶対量不足を解消し、

1. 2割増となった．平均僅格は 270円で、前年に比ぺ大型主

体となったため、 49円高となった．

9
,
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(5) カツォ

カツオは 、 1~ 3月は漁不振だったが、 4月以降漁獲が
上向き、入荷も 3割増となった．平均値格は、 612円で 171

円安となった。

(6) サンマ

好漁が続いているサンマは、 3年も前年並の漁となり、

魚体は大型主体となった．平均価格は、 352円で 77円安と

なった．

(7) スルメイカ
生鮮物は、年の前半振るわなかったが、後半は増加に転

じたため、年間では、ほぼ前年並となった．平均層格は、

557円で 17円安となった．冷凍物は、輸入物が増加となっ

たが国内物は汝少となり、全体では、1.1割汝となった．

平均値格は、国内物が53円高となったが、 NZが69円安、

SAが36円安となり、全体では、ほぼ前年並となった．

(8) 養殖ハマチ
前年過剰生産ぎみだったハマチは、 3年はエサ代の値上

りや、天然物の増加などの影響から、生産が縮小され、入

荷も I.3割汝となった．平均価格は、近年大幅な高下を繰

り返しているところだが、 3年は 352円で77円安となった．

(9) サケ・マス類

生鮮サケ・マス類は、シロサケが0.5割増、ギンサケが

1割増、輸入物が 1.1割増など、すぺての品目が増加とな

り、全体では、 0.8割増となった．平均僅格では、シロサ

ケが 18円安、ギンサケが 128円安、輪入物が 165円安となり、

全体では、 76円安となった．冷凍サケ・マス類は、冷シロ

サケが 5割沿となったが、冷ペニサケが4.4割増となり、

全体では、 0.8割増となった．平均債格では、冷シロサケ

が57円安、冷ペニサケが216円安となり、全体では、 86円

安となった．

uo) 魚卵
スジコは、 2.2割増で261円安、イクラは、I.6割増で961

円安、スケコは、I.2割増で223円高となった．

(11) エピ類
生鮮エピ類は、イセエピ（田内）が 1.4割活、アカエピ

が 1割汝となったが、クルマエピ（国内）がI.6割増、ク

ルマエピ（翰入）が3.9割増となり、全体では、ほぼ前年

並となった．平均層格では、イセエピ（国内）が750円高、

アカエピが 14円高、クルマエピ（国内）が752円安、クル

マエピ（籟入）が 440円安となり、全体では、 178円安となっ

た．消費低迷の冷凍エピ傾は、タイ物が3.8割汝となり、

全体では、I.5割汝となった。乎均 11格では、入荷減少の

タイ物が218円安となり、全体では、 23円安となった．

02) 加工品類
カマポコは、 0.7割沿となり、平均価格は、 73円高となっ

た．開干アジは、 0.5割疫となり、 28円安となった．塩ア

キサケは、 1.6割減となり、 40円安となった．加工品全体

では入付はわすか汝少し、平均債格はほぼ前年並となった．

3.市場別取扱高

(1) 築地市場

松取扱高は 、725,178tで前年比 97%と汝少 (32,177t

汝）し、松取扱金額は、 729,761百万円で前年比 97%と汝

少（ 25,243百万円液）した．類別に見ると、鮮魚類の取扱

数量は 155,834t (4,543t汝）で前年比 103%となり、取

扱金額は、 175,835百万円 (2,I 09百万円増）で前年比 1

01%となった． 活魚類の取扱数量は、 1!,749t (209t増）

で前年比 102%となり、取扱金額は、 24,158百万円 (750

百万円液）で前年比97%となった。冷凍魚類の取扱数量は、

230,441t (19,045t汝）で前年比92%となり、取扱金額

は、249,585百万円 (24,450百万円汝）で前年比 91%となっ

た．加工品類の取扱数量は、 264,583t (5,622t汝）で

前年比 98%となり、取扱金額は、 216,332百万円 (I,676 

百万円汝）で前年比 99%となった．貝類の取扱数量は、 5

1,946t (2,358t汲）で前年比96%となり、取扱金額は、 5

5,767百万円 (145百万円汝）で前年比99%となった．淡

水魚類の取扱数量は、 3,975t (233t増）で前年比 106%

となり、取扱金額は、 5,169百万円 (194百万円増）で前年

比 104%となった．海藻類の取扱数量は、 6,650t (137t

汝）で前年比 98%となり、取扱金額は、 2,916百万円 (I8 

7百万円増）で前年比 107%となった．

(2) 足立市場
松取扱高は、 66,833tで前年比 101%とわずか増加 (32 5 

t増）し、松取扱金額は、 59,949百万円で前年比 104%と

なった．類別に見ると、鮮魚類の取扱数量は 15,IOBt (5 

4 7 t増）で前年比 104%となり、取扱金額は、 12,739百万

円 (646百万円増）で前年比 105°/oとなった．活魚類の取

扱数量は、 792t (65 t増）で前年比 109%となり、取扱

金額は、 I,085百万円 (59百万円増）で前年比 106%となっ

た．冷凍魚類の取扱数量は、 19,221t (33t増）でほぼ前

年並となり、取扱金額は、 16,987百万円 (305百万円増）

で前年比 102%となった．加工品類の取扱数量は、 25,043

t (I 90 t汝）で前年比 99%となり、取扱金額は、 23,435

百万円 (885百万円増）で前年比 104%となった．貝類の

双扱数量は、 5,582t (48t減）で前年比99%となり、取

扱金額は、 4,876百万円 (82百万円増）で前年比 102%と

なった．淡水魚類の取扱数量は、 388t (9t増）で前年

比102%となり、取扱金額は、 479百万円 (25百万円増）で

前年比 105%となった．海藻類の取扱数量は、 700t (84 

t汝）で前年比89%となり、取扱金額は、 349百万円 (20 

百万円増）で前年比 106%となった。

(3) 大田市場
松取扱高は、 40,521tで前年比 116%と増加（ 7,065t

増）し、松取扱金額は、 36,540百万円で前年比 119%と増

加 (5,777百万円増）した．類別に見ると、鮮魚類の取扱

数量は 10,474t (2,939t増）で前年比 139%となり、取

扱金額は、 8,912百万円 (2,4 5 7百万円増）で前年比 138

％となった．活魚類の取扱数量は、 359t (43t増）で

前年比 114%となり、取扱金額は、 809百万円 (IO8百万円

増）で前年比 115%となった。冷凍魚類の取扱数量は、 I8, 

602t (l,719t増）で前年比 119%となり、取扱金額は、

16,027百万円 (571 百万円増）で前年比 104%となった．

加工品類の取扱数量は、 8,839t (1,708t増）で前年比 1

24%となり、取扱金額は、 8,660百万円（ 2,06 7百万円増）

で前年比 131%となった．貝顕の取扱数量は、 l,752t (4 

91 t増）で前年比 139%となり、取扱金額は、 I,7 5 4百万円

(440百万円増）で前年比 134%となった．淡水魚類の取扱

数量は、 172t (58t増）で前年比 142%となり、取扱金

額は 、237百万円 (79百万円増）で前年比 150%となった．

海藻類の取扱数量は、 322t (115t増）で前年比 155%と

なり、取扱金額は、 141百万円 (55百万円増）で前年比 16

3%となった．

4.卸売業者別取扱高
(1) 築地市場
① 大郁魚類（株）

松取扱数量は 、138,199tで前年比 93%と減少し、松取

扱金額は、 140,339百万円で前年比 97%と汝少した．類別

には、数量で鮮魚類が、 5%増加 (1,501t増）、淡水魚

は 2%沿少 (15t汝少）、主力の冷凍魚類が、 16%沿少（ I

0,396t汝）、加工品顛は 2％の汝少 (493t~)となっ

た．金額では、鮮魚類が、 4%増加（ 1,4 76百万円増）、

貝類は前年並となった。冷凍魚類は、 11%沿少 (6,464百

万円汝）となった．

② 中央魚類（株）

松取扱数量は 、151,712 tで前年比95%と沿少し、 9ら取扱

金額は、 174,253百万円で前年比94%と汝少したが、昨年

に続き取扱数量・金額ともにトップとなった．類別には、

数量で鮮魚類は 、3％増加(l.208t増）、冷 凍魚類は 、

8%減少 (5,905t汝）し、加工品悶も 6%活少 (I,935 

t汝）となった．金額では、鮮魚類が、 2％沿少 (911百万

円浪）し、主力の冷凍魚類も 9 ％減少、加工品類は、 8

％汝少 （2,805百万円汝）となった．

R 東都水産（株）
総双扱数量は 、150,037tでほぽ前年並となり、 9ら取扱金
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額は、162,576百万円で前年比98%とやや減少した。類別に ％汲少 (385t減）、加工品類は、 17％増加 (784t増）と

は、数量で鮮魚類が、 3％増加 (1,085t増）し、冷凍魚類 なった。金額では、鮮魚頷は、 40％増加 (1,5 8 6百万円増）

も 3%増加 (2,074t増）、加工品類は 5%減少した。海 し、冷凍魚類は 6%汝少 (385百万円減）、加工品類は、 2

藻類は 3％汝少となった。金額では、鮮魚類が、 2%増加 6％増加（ 1,0 84百万円増）となった。

(766百万円増）し、冷凍魚類は、 3％減少 (2,274百万 ② （株）大田合水

円減）となった。 松取扱数量は、 21,347tで前年比 126%と増加し、松取

扱金額は、 18,071百万円で前年比 123%と増加した。類別

(1)築地市場 には、数量で鮮魚類は、 44％増加、冷凍魚類は、 17％増

④ 築地魚市場（株） ． 加（ l,235t増）、加工品類は、 36％増加 (923t増）となっ

総取扱数量は、135,722tで前年比96%と汝少し、松取扱 た。金額では、鮮魚類は、 35％増加（ 871百万円増）、冷

金額は、 129,500百万円で前年比 94%と減少した。類別に 凍魚類は、 11％増加（ 31百万円増）、加工品類は、 40 % 

は、数量で冷凍魚類が、 13%波少 (5,365t汝）となり、鮮 増加 (983百万円増）となった。

魚類は、ほぼ前年並となった。加工品類も、前年並となっ

た。金額では、鮮魚悶が、ほぼ前年並となったが、冷凍魚 （4) 買付比率

類は、 17%汝少 (8,156百万円汝）し、加工品頷は、ほぼ 全体の買付比率は、数量では、 50.1%と前年を 0.6%下

前年並となった。 団り、金額では、 49.9%と前年を 0.3%上回った。 市場

⑤ 第一水産（株） 別に見ると、築地市場の買付比率は、数量では、 49.3 %と

松取扱数量は、60,393tで前年比 102%とわずか増加し、 前年を 0.7％下回り、金額では、 48.5 %と前年を 0.6%下

松取扱金額は、 60. 917百万円でほぼ前年並となった。類別 回った．足立市場の買付比率は、数量では、 47. 4%と前年

には、数量で鮮魚類が、 2%増加 (336t増）し、冷凍魚 を0.2%上回り、金額では、 54.8 %と前年を 0.9%上回った。

類は、 4％増加 (547 t増）となり、海藻類も 6%の増加 大田市場の買付比率は、数量では、 69.0%と前年を 2.5% 

となった。金額では、鮮魚類は、 3%増加 (44 8百万円増） 下回り、金額では、 70.4%と前年を 1. 7%下回った。卸

し、加工品類、冷凍魚類ともにほぼ前年並となった。 売業者別に見ると、大都魚頌は、数量では、 47. 5%と前年

R 丸千千代田水産（株） を3.4％下回り、金額では、 45.1%と前年を 0.4%下回った。

稔取扱数量は、 72,387tで前年比98%とやや汝少し、松 中央魚類は、数量では、 50.6 %と前年を 3.3%下回り金額

取扱金額は、 46,989百万円で前年比 101%とほぼ前年並と では、 49.4 %と前年を 2.5%下回った。東都水産は、数董

なった．。加工品類の取扱としては、数量・金額ともに昨 では、 52.3%と前年を 1.8%上回り、金額では、 51.6%と

年に続きトップとなった。類別には、数量で加工品類が、 前年を 1.4%上回った。築地魚市場は、数量では、36.4 %と

2%減少 (l,090t減）し、海藻類も、 5％減少 (62t減） 前年を 0.9％下回り、金額では、 36.5 %と前年を 1.7%下回っ

となった．金額では、加工品類は、ほぼ前年並となったが、 た。第一水産は、数量では、 37.1%と前年を 0.7%下回り、

海藻類は、 4％増加 (19百万円増）となった。 金額では、 42.2%と前年を 0.1%下回った。丸千千代田水

⑦ 綜合食品（株） 産は、数量では、 80.1%と前年を 3.2%上回り、金額では、

松取扱数量は、 16,678tで前年並となり、松取扱金額は、 82. 8%と前年を 0.8%上回った。綜合食品は、数量では、

15,187百万円でほぼ前年並となった。類別には、数量で加 40. 2%と前年を 3.0%上回り、金額では、 57.2%と前年を

工品類は、前年並となったが、海藻類は、 30％液少 (16 2. 5%上回った。東京北魚は、数量では、 44.6%と前年を

t活）となった。金額では、加工品類は、ほぼ前年並となっ 1.2%上回り、金額では、 57.0%と前年を 1.7%上回った。

たが、海藻類は、 35％増加 (9百万円増）となった。 大郁魚類千住支社は、数量では、 45.6 %と前年を 4.2%下

(2) 足立市場
① 東京北魚（株）

9ら取扱数量は、 25,195tでほぼ前年並となり、総取扱金

額は、 22,045百万円で前年比 105%と増加した。類別には、

数量で鮮魚類は、 6％増加 (248t増）、加工品は、 4%

沿少 (422t汝）、海藻類も、 4%減少 (12t汝）とな

り、淡水魚類は、 22％増加 (25t増）となった。金額では、

鮮魚類は、 2％増加 (271百万円増）し、加工品類は、 6%

増加 (52 5百万円増）となった。

② 大都魚類（株）千住支社

松取扱数量は、22,513tて、前年比 105%と増加し、松取扱

金額は、 19,751百万円で前年比 107%と増加した。類別に

は、数量で鮮魚類は、 2%増加（ 100t増）し、冷凍魚類は、

19％増加（ 1,106t増）となり、加工品類は前年並となっ

た．金額では、鮮魚類は、 7%増加 (264百万増）し、冷凍

魚類は、 16％増加 (80 4百万増）し、海藻類は 4％汲少 (3

百万円減）となった．

R 中央魚類（株）千住支社
松取扱数量は、 19,124tで前年比95%と減少し、松取扱

金額は、18,150百万円でほぼ前年並となった．類別には、

数量で加工品類は、 4%増加 (217t増）し、冷凍魚類は、

19％減少 (I,386 I減）となり、鮮魚類は、 4％増加 (199t 

増）、貝類は減少した。金額では、加工品類は、 3％増加

(186百万円増）し、鮮魚類は、 7％増加 (309百万円増）、

冷凍魚類は、 13％減少 (846百万円沿）となった．

(3) 大田市場
① 東京大田魚市場（株）

総取扱数量は、19,l 74tで前年並となり、総取扱金額は、

18,469百万円で前年比 115%と増加した。類別には、数量

で鮮魚類は、 36％増加（ 1,704t増）し、冷凍魚類は、 2 

回り、金額では、 51.9%と前年を 3.3%上回った。中央魚

類千住支社は、数量では、 53.3%と前年を 4.9%下回り、

金額では、 55.4 %と前年を 2.0%下回った。 東京大田魚

市場は、数塁では、 64.2%と前年を 0.2%上回り、金額で

は、 69.9%と前年を 0.9%上回った。大田合水は、数蘊で

は、 73.2%と前年を 5.7%下回り、金額では、 70.9%と前

年を 4.7%上回った。

5.出荷地別取扱高
(1) 総取扱高

部道府県別の取扱高数員のペスト 10は、 1位東京・ 2位

静岡• 3 位千葉• 4 位宮城． 5 位北海道・ 6 位愛知• 7位

青森• 8 位三重• 9位神奈川・ 10位福島と昨年の 7位と 8

位が入れ代わっただけだった。取扱高金額のベスト 10は、

1 位東京・ 2 位静岡・ 3 位北海道． 4 位千葉• 5位宮城・

6 位神奈川・ 7 位大阪． 8 位愛知• 9位青森・ 10位岩手と

なった。

(2) 鮮魚取扱高
前年に続き東京が 1 位となり、以降 2 位宮城• 3位千葉

4位北海道. 5 位長崎• 6 位三重• 7 位静岡• 8位岩手・

9位青森・ 10位鹿児島となった。 9 

(3) 冷凍魚取扱高
ベニサケの増えた東京が前年に続き 1位となった。 2位

静岡・ 3 位宮城・ 4 位青森• 5位大阪・ 6位千葉・ 7位神

奈川• 8位北海道・ 9位愛知・ 10位岩手となった。

(4) 加工品取扱高
東京が前年に続き第 1位となった。前年 3位だった千葉

が 2位に上がり北海道は 3位となった。 4位は静岡、 5位

宮城• 6 位福島・ 7 位愛知• 8 位三重• 9位茨城・ I0位兵

庫となった。
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表 1 年次別取扱高
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表 2- 3 年次別魚種別平均価格 (iit位： i ［1‘りりf'J• 110) 

三9．99 7 ． 9 992 ~ 7 ： 99 -- ~ 
，，1次 l

:1 年 2 ，，1 Jじ 1, • （ぶ｝ 対 6(I ｛卜指数

（0．種
価格 前りJじ 価格 前11lt 価格 前11'll: /illi 1Hi 99J'I  1,・ ~,,,. )し1,• 63 {1 (i'とり

総 数 !)!)2 99.6 り！）（i IIHi. 2 938 10 I ~ 1 I I~ I IS 109 10•1 IOI 

B'( 魚 1, 1 1 89 98 2 l. 1 1)!) 107.8 1,029 101.2 I, 0 109 1117 

糾 魚 2, 1)21) !),3,'1 :!, 117 Ill 1.:l 2 

u n1 l. ()3 3 102. 7 1,112:i l ()H. l 9) 1 8 | 1 1 6. 5' HI 1 117 1 36 II 7 111 

冷沌魚 1. (1 33 98.2 1, I) 72 l ()(i. !) 
I • 塁9X93 9 99:9 .2 972 I H JOH 110 10:i JOO !) l 

鯨 類 ~.776 

l II  l 202 1 6 1 沃水f('・ I,297 9H.S l,:lli !)9.9 
I.1:i 1 

1,210 2 9 l i) 1) 100 92 LLLLL 

油泌煩 Ill 109,l) •10,1 l ()3 6 :160 l.•I I I 1(1 106 98 97 

JJII 1・,',/, H:l2 101.H Hl7 l () 3. 1 . 5 778 I 7 0 1 1)8 l ()3 l () 3 l () 3 

江 ‘I'成｝しりから括f．（渭IA・人分HIとし、釦ji類は削除、生鯨は鮒（（I．tiIへ、冷沌鯨It冷油魚煩へ区分した。

表 3-1 市場別・年次別取扱数皿 (iii位：トン ・I'Jl

1 |j 似欠 I :1 1 1・ 2 ，，1・ 元 り： 63 年 62 年

勘
区分 1梢成比 I I f,り成比 構成比 [ i絨比

」
桃成比

総 数：1し 8 3 2, ̀) 3 2 8/47,319 8 6 7. 3 : } 8 882, ()4() 889, 
l () (). () 1 () (). () 1 () (). 0 l () (). () 1 ()(). () 

数 1ifi ',1, 上じ 98. :l 97. 7 98. I 99.1 10 

↑ ＋ 
l 

兜 放 ''I' t 

723, l ：；I I 7 t7, 355 I 781. 7:!9 I 801,095 

I 
8 1 4, 9 9 5 

87.1 88.2 90.1 
91.2 ー ロ 91.8 地 l i ii 1 1 ・比

66， , ： 97.2 t 
98.7 

-+- --- --

足 放 '’1' し 66,8 72, ()52 9,740 
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＼り； 前年比 l () () ， l () 3. 3 l () 3. 8 10 

人： 数 ht 4 (), :)2 l 
4.9 

:33,456 
3. 9 

1:i, 748 
1.6 

8,205 
0.9 7, 0.8 

Ill 1lfi 1,, 比 121.1 243.4 167.6 107. I 10 
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表 3-2 市場別・年次別取扱金額 (i~·位：百）j円 ． o·o)

rfi 3 年 2 年 ｝じ年 6 3 年 62 年

場 区 I構成比 I I構成比 I I構成比 構成比 構成比

100.0 100.0 100.0 
放 前年比 I 97. 9 103. 7 102. 8 10 

664 774,701 
100 0 100.0 

2.2 105.1 

築 1 金 額 729,761 755,004 7,12, 239 728, 
88.3 89.5 91.2 

年比 96.7 101. 7 101. 9 10 

171 714,538 
92.0 92.2 

1. 9 105. l 

［
丸 金前年比額

5 9, 9 1 9 
7.3 
57,927 

6.9 
58,006 I 

7.1 
55, 

103.3 99.9 104.2 ]() 

金額 :)(i, 5,1() 
4.4 
30,763 

3.6 
] 3, 699 

1. 7 
7, 

前｛ド比 118.8 224.6 175 1 10 

685 52,920 
7.0 6.8 

5.2 105.6 

808 7,243 
1.0 0.9 

7.8 104.4 

汀 ‘V成Jが 1丸•9 月 18 日に人1訓1場がjた 1ヒされ、大田 IIi場の水I)召物部が常務を開始 大森市場の取扱分は大田市場に含めて計上。


